
  

 ３月１日に挙行した卒業式における校長式辞の内容の一

部を転載することで、私の思いを保護者の皆様にお伝えし

たいと思います。 

 私にとって、皆さんとの出会いは、私の母校でもある本

校に赴任した昨年４月の新任式と始業式でした。その際、

皆さんが私の話を真剣なまなざしで聞いてくれていた姿が

強く印象に残っています。そして、この一年間、皆さんは

コロナ感染症流行の影響で高総体をはじめとした対外試合

や学校行事の中止や延期、規模の縮小などで、それまでの

高校生活で培った成果を十分に披露できず、幾度となく悔

しい思いをしてきたのではないかと思います。そのような

状況の中でも皆さんは「今何ができるのか」「今何をすべ

きなのか」を考え、前を向いて行動してくれました。私が

特に印象に残っているのは「体育祭」です。観覧者は３年

生の保護者のみという制限を設け、プログラムも短縮した

形で実施しました。台風の影響で一日前倒しの実施にな

り、準備期間が短くなったにもかかわらず、３年生の皆さ

んが後輩たちをうまくリードし、自分たち自身も楽しみつ

つ周りの人々も楽しませてくれた、非常に盛り上がった、

そして、記憶に残る体育祭になりました。その後は、すぐ

に気持ちを切り替え、それぞれが希望する進路実現のため

懸命に学習に取り組んでいました。職員室やその前の廊下

で先生方と一緒に頑張っているひたむきな姿は、私の脳裏

にしっかりと焼き付いています。皆さんの３年間にわたる

学習や部活動、生徒会活動などでの活躍は佐世保南高校を

盛り上げ勢いづけてくれました。本当にありがとうござい

ました。 

 ここで、これから新たなステージに上る皆さんに私から

餞の言葉を贈ります。それは「『誰かのために』という熱

い思いと志をもって欲しい」ということです。６０年前に

アメリカ大統領になったジョン・Ｆ・ケネディ氏は、その

就任式においてアメリカ国民に向け、「あなたの国があな

たのために何ができるかを問わないで欲しい。あなたがあ

なたの国のために何ができるかを問うて欲しい」と訴えて

就任演説を締めくくりました。また、先月から放映が始

まったＮＨＫ大河ドラマ「晴天を衝け」の主人公であり

「日本資本主義の父」と呼ばれている渋沢栄一は「一個人

がいかに富んでいても、社会全体が貧乏であったらその人

の幸福は保証されない。その事業が個人を利するだけでな

く、多数社会を利してゆくのでなければ決して正しい商売

とは言えない」と言っています。これらの考えは、現代の

企業の多くが目指しているもの、すなわち「現代社会に求

められている行動判断基準は、利益を追求するだけでなく

環境問題や人権問題への対応をはじめ、さまざまな社会的

責任を果たすこと」だと思うのです。これから皆さんが生

きていく時代は激動の時代であり明治維新以来の変革期と

も言われています。その明治維新は、約７００年間も続い

た武家社会を終わらせ近代化の礎を築きました。そして、

それを成しえたのは地方出身の名もなき若者たちでした。

では、彼らを動かしたものはいったい何だったのでしょう

か。それは「私はこのような生き方をしたい、このような

社会を創りたい」という熱い思いであり「志」です。これ

からの数十年は、日本にとっても世界にとっても激動の数

十年になることでしょう。そして、この青い地球に誕生し

た人類の行く末は皆さんの手にかかっています。今度は、

今まで皆さんを育んでくれたこの佐世保に、長崎に、日本

に、そして地球に、皆さんが恩返しをする番です。皆さん

一人ひとりが「自分に何ができるか」を考えて欲しいので

す。ふるさとへの熱い想いを持ち続けて欲しいのです。長

崎県出身の歌手さだまさしさんが「案山子」という歌を

歌っていらっしゃいます。我が子を遠くに出した親の気持

ちを綴った歌です。その歌の冒頭はこんな歌詞です。「元

気でいるか 街には慣れたか 友達出来たか 寂しかない

か お金はあるか 今度いつ帰る」これが、我が子を親元

から遠くに出した親の心です。みなさん、どうか忘れない

でください。いつも君たちのことを想い、案じ、帰りを待

ち侘びている家族や親戚、地域の方々がこのふるさとにい

ることを。どうか誇りに思ってください。この佐世保南高

校が皆さんの母校であることを。そして、その母校の校歌

の歌詞にある「理想は高し南高」の精神を胸に刻み堂々と

次の空へ羽ばたいてください。 
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 第７３回卒業証書授与式  

３月１日（月）、第７３回卒業証書授与式を挙行いたしました。本年

度は昨年度に引き続きコロナウイルス感染症の余波により、卒業生およ

びその保護者の方々のみでの実施となりました。 

前日には特別表彰を校内放送によって紹介し、県教育委員会表彰に

北野有梨さん、県高体連卒業生顕彰として古川竜也さん、県高文連卒

業生顕彰として安永優陽さんが表彰されました。   

卒業証書授与では、本校第２７代校長堤敏博校長が、第７３回生を代

表してアルシード ジョシュア倭人さんに卒業証書を手渡されました。 

卒業生代表の宮内陽菜さんは、答辞の中で、当たり前の日常のかけが

えのなさについて触れ、また高校生活の中で出会った友人たちが心の支

えになっていたことや自分を支え続けてくれた家族や先生方への感謝の

想いを述べられました。２年生はこの卒業式の様子を各教室内から視聴

しました。 

７３回生２２６名が３年間の思い出を胸に抱き、学舎を巣立っていき

ました。ご臨席を賜りました保護者の方々、本当にありがとうございま

した。７３回生の今後の活躍を祈念いたします。 

 卒業生代表の宮内陽菜さん 

  

 ３月１７日（木）、合格発表を行いました。今年から大

きく高校入試制度が変更になり、前期選抜と後期選抜が実

施されましたが、前期選抜合格者５９名と後期選抜合格者

１６６名、あわせて２２５名の皆さんを本校第７６回生と

して迎えることとなります。合格発表の瞬間は歓声が沸

き、これから始まる高校生活に胸躍らせる様子が大変印象

的な一日でした。新しく南高での学びを迎えられる７６回

生の皆さんの今後に大いに期待しています。 

 なお、令和３年度の入学式は４月８日（木）に実施され

る予定です。 

合格発表  

 卒業生を代表して卒業証書を受け取る 

 アルシード ジョシュア 倭人さん 



  

  

校内大会  
３月２３日（火）に後期校内大会が開催されました。男子

がサッカーとバスケットボール、女子がドッジボールとバ

レーボールで実施され、どの競技においても、クラスの仲間

と協力し合い一生懸命に取り組む生徒たちの姿が見られまし

た。コロナ禍の中、制限されることが数多くあったこの１年

でしたが、各会場には生徒たちの笑顔が溢れ、思い出に残る

校内大会になったことと思います。 

また、校内大会を運営するにあたり、体育委員や部活動生

を中心に多くの生徒が準備・運営に協力してくれました。大

会結果は以下のとおりです。 

 

【男子】（バスケットボール）      

     優勝 １年１組  準優勝 １年２組 

    （サッカー）     

     優勝 １年５組  準優勝 １年２組             

 

【女子】（バレーボール） 

     優勝 １年６組  準優勝 ２年３組Ａ  

    （ドッジボール）  

     優勝 １年２組  準優勝 １年１組 

３月１８日（木）、長崎県消費生活センターの青﨑孔
ただし

先生を講師にお招きし、「消費者市民として行動するた

めに『ＳＤＧｓを学ぶ』」と題して、第１学年による消

費者教育を行いました。当日は新型コロナウイルス感染

防止のため、２クラスずつ３回に分けて実施しました。

消費トラブルを避けるためには、情報を精査し、自己防

衛しながら自分の意思で消費を選択することが必要であ

り、消費者が主役の社会を作り上げていくことが大切で

あることを学びました。また、消費と地球規模的な問題

とのつながりを考え、私たちの消費行動が社会や環境に

影響を与えていることを常に意識し、社会に積極的に参

加することによって持続可能な社会の形成に貢献する必

要があることを、ＳＤＧｓの１７の目標と絡めながら学

びました。 

消費者教育  

  

離退任者紹介  

高比良 裕 教頭先生 高校教育課へ異動 永益 泰彦 先生 諫早高校へ転任 

中山 伸一 先生 猶興館高校へ転任 川添 保人 先生       高校教育課へ異動 

礎 洋一郎 先生 五島高校へ転任 木佐貫 翼 先生 上五島高校へ転任 

寺澤 祥 先生 猶興館高校へ転任 益田 雄司 先生 奈留高校へ転任 

藤 結貴 先生 退職 酒井 英忠 先生 佐世保北高校へ転任 

丸木 佑一郎 先生 波佐見高校へ転任 岩永 正弘 事務長 長崎南高校へ転任 

 

 

 

 
    


